
様式２ 

 

テーマ型共創フロント 募集シート 
 

    ■提案の募集内容について 

募集テーマ 

 

横浜市立の学校体育館フローリングの利活用等の学校建築と連携した

SDGsの推進 

提案の募集対象 

（テーマに関連する

事業等の概要） 

市民が共感し SDGｓの取組みが広がるよう、学校体育館から発生した古

材のアップサイクルに取り組む提案を募集します。 

提案を募集する 

背景・課題 

学校体育館の工事により、床としての寿命を迎えた無垢のフローリング

材が毎年 60㎥程度発生しています。現在これらは産業廃棄物の木くずと

して廃棄しており、その後、木質チップ化し燃料等へとリサイクルされて

います。 

一方で、脱炭素社会の推進の観点から木材利用を推進していますが、ま

だ利用可能な良質な木材を廃棄している可能性もあります。さらなる長寿

命化や、可能な限り木材として継続利用することで、SDGsの推進や脱炭

素社会に向けた炭素の固定化期間をできるだけ長くすることも、重要な視

点であると考えています。 

課題によって 

①誰が 

②どう困るのか 

今後も建替えや改修等の工事が断続的に行われ、貴重な資源を無駄にし続

けてしまう可能性があります。また、脱炭素化に向けた行動の機会を逃

し、結果的に地球環境に負荷を与えてしまう懸念があります。 

課題に対して横浜市

が現在どう関わって

いるのか 

学校体育館工事で内装材等に利活用する方策を検討しています。 

また市が整備する公共建築物については、「横浜市の公共建築物における

環境配慮基準」で省エネルギー性能、環境性能及び木材使用量を定めてい

ます。 

募集対象 

 
※チェックのついたもの

が、今回の募集の対象

です 

 

■ 公民連携の提案及び連携事業者の募集 

  ⇒テーマに関する公民連携の提案・アイデア及び連携事業者の両者を

募集するものです。 

□ 公民連携の提案のみの募集 

⇒横浜市が今後の事業等の方針や仕様を定めるために、テーマに関す

る公民連携の提案・アイデア等のみを募集するものであり、連携事

業者を募集するものではありません。 

横浜市が希望する 

提案について 

 

フローリング古材を、広く市民の目や手に触れることができる形でアップ

サイクルしていただく提案を希望します。 

想定する提案の例 

 

・家具の製作開発 

・文具やキーホルダーの製作開発 

・ワークショップ等のイベント開催 

・店舗等への内装活用 

・プランターなどの園芸資材での活用 

・学習教材の開発 

※提案内容は上記の例に限定されるものではありません。 

 

■提案にあたっての条件 

募集期間  随時 

実施予定時期 適宜（各提案の調整が整い次第、実施します。） 

提案の形式 

 

様式３の【提案シート】をご提出ください。 

※提案シートの他、企画書や関連資料の添付も可です 

提案の選定方法 
※チェックのある方法で

選定します 

■特に選定をしません（提案内容が妥当であれば採用数を絞込まない） 

□審査等による選定等を実施（提案内容等を審査・選定し採用数を絞込

む） 

□提案を参考に、あらためて実施事業者の公募等を実施 



様式２ 

 

□その他（                           ） 

横浜市から提供でき

るメリット 

連携取組の記者発表（内容による）、建築局Webページ等で PR 

横浜市の予算措置の

可能性 

予算措置はありません。 

その他の留意点 材 質：カエデ、サクラ 

サイズ：幅７㎝程度、長さ５０㎝～１ｍ程度、厚み１５㎜～１８㎜程度 

提供量：要相談（時期を調整させていただく場合があります） 

その他：一部釘が含まれています。実物をご覧になりたい方は学校整備課

までお問合せください。 

※物件によりご提供できる古材の状況が変わります。 

提案のお申込み先・ 

内容についての 

お問い合せ先 

（事業所管部署） 

横浜市建築局 学校整備課 

TEL 045-671-2969 

E-mail  kc-reyo@city.yokohama.lg.jp 

 


